
 

「第１２回全国青少年教育施設所長会議・施設研究集会」開催のご案内 

 

１ 趣旨 青少年教育施設の運営や教育プログラムの充実に資するため、全国の青少年教育施設の 

所長及び施設職員が一堂に会し、青少年教育に係る様々な情報を得る機会とするととも 

に、それぞれの施設が有する情報やノウハウを交換し合う場を提供し、施設間の連絡及 

び協力を促進する。 

 

２ 主催 独立行政法人国立青少年教育振興機構 

 

３ 期間 令和４年１２月１日（木）～２日（金）（部分参加可） 

 

４ 会場 国立オリンピック記念青少年総合センター カルチャー棟大ホール 他 

（東京都渋谷区代々木神園町３番１号） 

 

５ 対象 全国青少年教育施設所長・施設職員・青少年教育関係者等 約２００名程度 

 

６ 日程 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 内容 

【１２月１日（木）】 

（１）特別講演 （１３：３０～１４：３０） 

テーマ【スポーツを通じた豊かな人生（仮）】 

室伏 広治 氏（スポーツ庁長官） 

 

（２）シンポジウム （１４：５０～１６：５０） 

テーマ【多様化する青少年教育について考える】 

◇シンポジスト 

上田 泰三 氏（株式会社よしもとアカデミー 代表取締役社長） 

     山﨑 宣由 氏（東京芸術大学准教授） 

     古川 和  氏（国立青少年教育振興機構理事長） 

◇コーディネーター 

杉上佐智枝 氏（日本テレビアナウンサー） 

 

【１２月２日（金）】 

（１）分科会（９：００～１０：３０） 

（２）全体会（１０：４５～１２：００） 

    ※参加していただく分科会は、申込人数によってはご希望に添えないこともございます。 

    ※全体会では、分科会での内容や重点事項について各講師より１０分程度でご説明いた

だきます。 

     ※分科会資料は、全分科会分を２日目の参加者全員に配布いたします。 
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講師：室伏 広治 氏 

（スポーツ庁長官） 



 

分科会内容 

◆第 1分科会【食育～だし文化にふれてみよう】 

講師： 土岐山 協子 氏（おだしプロジェクト 代表） 

 

 

 

◆第２分科会【身
から

体
だ

育～正しい姿勢・呼吸を身につける】 

講師： 由美 かおる 氏（女優） 

 

 

 

◆第３分科会【お笑育～ツッコミから学ぶコミュニケーション～】 

講師：トレンディエンジェル（吉本興業） 

 

 

 

 

◆第４分科会【地育～STEAMからプログラムを考える】 

講師：坂田 尚子 氏（ふじのくに地球環境史ミュージアム 客員研究員）  

 

 

 

 

８ 費用・申込等について 

参 加 費 

    無料 ※食事は各自でお願いします。（施設内：レストラン・売店 有） 

  宿 泊 費 

 3,700円【Ｄ棟ビジネスホテルタイプ（バス・トイレ付）】（先着順・要予約） 

※宿泊希望の方は申込みフォームにご入力ください。 

お支払いは当日の受付にて徴収いたします。 

  申込方法 

国立青少年教育振興機構の事業申込ページの「全国青少年教育施設所長会議・施設研究集

会」の申込みフォームに、必要事項を入力の上、お申込みください。 

【URL】https://www.niye.go.jp/info/yukutoshi.html 

    ※右記二次元コードからもお申込みいただけます。 

    

  申込〆切 

 令和４年１１月２１日（月） 

 

 

  そ の 他 

 ①申込〆切後、参加決定通知をメールにて申込時にご入力いただいたアドレスへ送付いた

します。 

【申込二次元コード】 

【ホームページバナー】 

日本には素晴らしいだしの文化があります。自然素材から取るおだしを通じて、自分が今大切に

するべきものを身近にみつけることができたら。今一度、食について見つめなおしてみませんか。 

人前で指導をする際、あなたの姿勢・発生は正しくできていますか？呼吸に意識して綺麗な姿

勢・正しい呼吸をマスターしましょう。 

ツッコミをするには、どうずれているのを的確につかむ「常識力」、どこがずれているのかを探す「観察

力」、人とは違った、ズレのポイントをつかむ「発想力」、最後にそれを言葉やしぐさで示す「表現力」も

鍛えられ、コミュニケーション力の醸成につながります。 

 

廃校をリノベーションしたミュージアムで、どのように集客を考え、プログラム開発を行ってき

たのか。また、話題になっている STEAM教育についてどのようにプログラム開発を行っているの

か、実際に体験してみましょう。 

 



 

 ②参加希望が「特別講演のみ」等の方は申込フォームへの入力の際、「１日目のみ参加」

を選択していただき、「その他特記事項」にその旨をご記載ください。 

 ③申込フォームへ入力し、送信ボタンを押しますとご入力いただいた内容のコピー印刷が

可能です。ご自身の回答を保存したい方は、印刷し保存してください。 

 

 

９ 当事業における新型コロナウイルス感染防止対策について 

（１）主催者の取組み 

①本事業の運営は、当機構の「新型コロナウイルス感染防止対策ガイドライン」及びオリン  

ピックセンター利用に際した「施設利用時の感染症対策について」に基づき、「三つの密」

を回避などの感染防止対策を講じたうえで実施いたします。 

②運営スタッフは、体調管理・手洗い・消毒・マスクの着用等を徹底し、体調不良者は事業

に関わりません。 

（２）参加者へのお願い 

①37.5 度以上もしくは平熱比 1 度以上の発熱、咳、倦怠感、頭痛、腹痛（下痢）、その他体

調がすぐれない等の症状があった場合は参加できません。 

②事業当日はマスクを着用の上、参加していただき、手洗い・消毒等にご協力ください。 

 

１０ その他 

（１）配布資料の参加者名簿に氏名（所属・職名）を掲載させていただきます。掲載不可の場合

は、申込フォームへその旨ご記載いただくか、下記担当までご連絡ください。 

（２）旅行保険等には加入しておりません。必要な方は各自でご加入ください。 

 （３）プログラムや講師等については、急遽変更することがございます。 

 （４）お申込みに際して得た個人情報は、「独立行政法人国立青少年教育振興機構が保有する個

人情報の適切な管理に関する規程」等に基づき適切に管理し、この事業に関する事務のみ

に使用し、法令等に定める場合を除いて第三者に開示することはありません。 

本事業で職員等が撮影した写真や映像、制作物、感想文等の著作物を、当機構の広報等に

使用する目的で、報告書や刊行物、インターネット（ソーシャルメディアサービスを含む）

等に掲載することがあります。また、新聞社、雑誌社等が発行する刊行物やインターネッ

ト（以下、「印刷物等」）に記事・写真を掲載することもあります。 

なお、当機構がインターネット上に公開した肖像及び著作物について、本人（又は保護者）

から削除依頼を受けた場合は速やかに削除します。ただし、機構発行の印刷物並びに機構

以外の者が発行・運営する印刷物等については対応できかねますのでご了承ください。 

 

 

【お問い合わせ先】 

〒151-0052 東京都渋谷区代々木神園町 3 番 1 号 

国立青少年教育振興機構 教育事業部企画課 指導者養成係(担当：杉山・末原) 

TEL：03-6407-7713・7712 FAX：03-6407-7699 

メールアドレス：honbu-yousei@niye.go.jp 


